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2月15日文化協会の主催による囲碁大会が肱川町公民館で行われました。

当日は、午前10時から河野文化協会長のあいさつの後12人の参加者が真剣

な表情で熱戦を繰り広げました。

令月号の主な内容 町民のうごき
＝町報＝

層肱）1|町消防出初式・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
0年金だより・・・・・・・・・..................3 

層鹿野川し ゃく なげまつり・• ...... . 4 

冷元気印教室の参加者募集・・・・・・・・・ 4

0みんなで防ごう住宅火災•••• • • ••• 5 

層知って得する健康と栄養の話・・・ 6
層社協だより・・・........................7 

0お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

＝農林だより＝
慢新たな基本法・・・・・・・・・・..............8 

~2 サイクルエ ‘ノジソ無料点検実施 • 9 
層枝打ちの効用..........・・・・・・・・・・・・・・10

〶緊急生産調整推進対策のあらまし••11

＝公民館報＝

*団老大学閉講式 ・・・・・・ ・・ ・・ ・ ・ ・・・ ・・ ・・ • 12

唖町民運動場夜問照朋薦設改修とトイレ設置・・・12
~ASUKA青年団だより ·········15

人口 3,261人 (-6)

男 1,5 7 5人 (-1)

女 1,686人 (-5)

世帯数 1, 0 1 3職（土0)

（平成10年 2月28日現在）



1R。@。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鰯麟 (2) 

肱川町消防出初式

消防団は し

生命と財産を守ります
(2月11日肱川中学校）

小 隊 訓 練

恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式
が
、

二
月
十
一
日
（
水
）
肱
川
中
学
校
グ
ラ

ウ
ソ
ド
で
来
賓
多
数
参
列
の
も
と
団

長
以
下
百
六
十
九
人
が
出
動
し
て
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
午
前
九
時

か
ら
団
旗
入
場
で
始
ま
り
、
服
装
点

検
、
機
械
器
具
点
検
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。引
ぎ
続
い
て
、
小
隊
訓
練
、
は
し

ご
操
法
、
ポ
ソ
プ
操
法
等
が
行
わ
れ

日
ご
ろ
鍛
え
て
こ
ら
れ
た
団
員
の
み

な
さ
ん
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
訓
練
に
来

賓
か
ら
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
三
十
二
人
の
団
員
に
日
本

消
防
協
会
長

・
県
知
事

・
県
消
防
協

会
長

・
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長

・

肱
川
町
長
等
か
ら
消
防
活
動
の
功
績

と
永
年
勤
続
に
対
し
て
表
彰
状
が
授

勤
続
章
第

4
分
団
部
長

第

1
分
団
班
長

第

1
分
団
班
長

第

5
分
団
班
長

第

2
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

立

花

昌

一

冨

永

昌

治

岩

田

良

一

井

脇

俊

久

冨

永

公

徳

今

宮

二

雄

大
森

●
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(10名）

功
績
章
第

5
分
団
分
団
長

廣
幸

●
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
第
3
分

団

分

団

長

大

塚

芳

行

•
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章
団
長

二
瀬

次
男

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
団

員
の
み
な
さ
ん
は
次
の
方
々

で
す
。

服 装 点 検

与
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
式
辞
の
後
、
愛
媛

県
知
事
を
は
じ
め
大
勢
の

方
々
か
ら
来
賓
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
役
場
裏

の
河
原
で
の
一
斉
放
水
で

は
、
き
れ
い
な
虹
が
立
ち
、

見
る
人
を
魅
了
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
、
ほ

ん
と
う
に
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。

●
肱
川
町
長
表
彰

(
9名
）

第

1
分
団
団
員
福
田
永
一
郎

第

1
分

団

団

員

曽

根

康

弘

第

2
分

団

団

員

森

岡

成

実

第

4

分

団

団

員

北

川

廣

志

第
4
分

団

団

員

大

井

章

裕

第
4
分

団

団

員

泉

忠

幸

第

5
分

団

団

員

藤

見

典

道

第

5
分

団

団

員

井

脇

広

行

第

5
分

団

団

員

三

瀕

良

治

兵村大上坂兵久博岩冨山
頭上野甲 頭保田田永内

正嘉幸幹 壽哲 典光
学春博一幸実男雄靖継郎

•

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

(11名）

勤
続
章
第

1
分
団
団
員

第

1
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第

5
分
団
団
員

第
3
分

団

団

員

山

口

吉

浩

第
4
分

団

団

員

黒

田

利

光

第

5
分

担

団

員

清

水

昭

信
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(3)隠）。⑮。領） 思いやりの心を育て

保険料は前納（一括）払いが

お得です
4月中に 1年分、または 6カ月分をまとめ
て前納すれば、保険料が割引ぎになる制度が

あります。
前納する場合、前納する各月の保険料の利

息相当額を差し引いた金額を納付します。
6カ月前納は毎年4月～ 9月(4月末日納
期）と10月～ 3月(10月末日納期）の期間とな

ります。
お得ですので、ぜひご利用ください。

毎月納めた場合 前納した場合 割引額

I 
1年即納

(13,300円X12月） 155,750円
3,850円

159,600円 6カ月 Hlj納
78,920円X 2 1, 760円
157,840円

1年月lj納

定額保険料＋ 付料加保険( 13 , 7 0 0 円X l 2 月： 160,430円
3,970円

164,400円 6カ月即納
81,290円X 2 1,820円

| 162,580円

ご相談ください
保険料を納めるのが
困難なとき免除制度を
ご利用ください。

自営業、学生など第 1号被保険者の人は、自

分で保険料を納めなければなりませんが、病気

やケガ、失業、営業不振などの理由で納めた＜

ても納められないときは、一人で悩まず、まず

国民年金の窓ロヘご相談ください。

国民年金に加入されている人で

①～③の状態にある人

人にやさしいまちをつくります （町民憲章）

平成10年4月から年金額が改正されます

平成9年消費者物価指数101.9%

（前年比1.8％上昇）確定

平成9年4月 平成10年4月

老齢基礎年金 785,500円 799,500円

〔月額〕 〔65,458〕 〔66,625〕

老齢福祉年金 402,400円 409,600円

〔月額〕 〔33,533〕 〔34.133〕

直
定額保険料

（＋付加保険料）（13,200円）

12,800円

一

鯛麟

13,300円

(13,700円）

申請免除

①所得の少ない方や病気やケガな

どで経済的にお困りの方。

②保険料を納付することが困難な

特別の理由のある方。

③学生であり、親元に扶養されて

いる方で親元の収入が一定基準

以下の方。

〇~未ぞ竺笠竺f：、I
保険料の負担が重くならないように、特別の免除基準が設け
られ比較的免除が受け易くなっていますので、未納のままにせ
ず是非ご利用ください。

親元世帯の年間収入、同居か別居か、国公立の学生か、私立
の学生かなどにより免除になる親元世帯の所得の基準額が定め

られています。学生本人に所得税が課税されているときは、免

除されません。

免除基準の目安（平成9年度）

:公:1家ご予）I家：冒汀
●本人以外に対象となる学生がいる場合、その人数に応じて次
の額が所得からさらに控除されます。

本人以外の学生1人当たりの控除額

※支払が困難な理由、事情等により考慮されます。 国
一私

公 立
一立

家 族と 同居

1人あたり 47万円

1人あたり105万円

家族と別居

1人あたり87万円

1人あたり145万円

保険料が免除された期間の取り扱いは次のようになります。

受給資格の対象に 1 年金額を計算するときは 保険料の追納は

合算されます。 保険料を納めた場合の
3分の1の金額になります。

--
10年分さかのぽって追納
できます。（通常2年）

羹■叫一



〗®。⑲。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鰯麟 (4) 

元気印教室の参加者募集
肱川町保健セソターでは、運動と栄養面を中心

に、健康の維持・増進を目的として、元気印教室

を開催します。

共同学習を通して、健康づくりについて考えて

みませんか？みなさん、お誘い合わせの上、ご参

加くださし ‘o
.,、 .,. 

・‘‘ 
1.開催期間平成10年4月～平成11年3月

（毎月 1回）
2.開催場所肱川町保健センター
3.内 容 ウオーキング、調理実習

講話、アートフラワー他

4.対象者 どなたでも参加できます。

5.参加料 無料（一部個人負担あり）

三’•ヽ1、
‘̀ 

参加を希望される方は、下記へ電話でご連絡

ください。日程表をお送りします。

※募集締切： 3月31日（火）

肱川町保健センター834-2340

肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
平

成
十
年
度
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ

ま
つ
り
開
幕
式
を
三
月
二
十
九

日
に
行
い
、
以
後
一
カ
月
間
色
々

な
行
事
を
次
の
と
お
り
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
出
か
け
い
だ
た
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

鹿野川しゃくなげまつり行事日程表
期日 時間 行事内容 場 所

3 /29 
11:00~ 神 事 鹿野川園地

12:30~ 懇 親 会 屋 外 舞 台

4/5 9 :00~ 宝物探し大会 風の博物館 他

4 /12 8 :30~ テニス大会 鹿嗚園テニスコート

4 /16 8 : 00~ ゲートボール大会 肱川町町民運動場

4 /19 9 : 30~ 肱お川町俳茶句大会会 風の博物館

4 /25~29 11:00~16:QQ えびね展示即売会 風の博物館

4 /29 10:00~ 川柳大会肱川町公民館

その他...露店市3/29"'4 /29の期間中の土・日に実施

晦
閥
刷
し
ゃ
く
な
げ
哀
つ
り
の
ご
索
内

固定資産課税台帳
縦覧の延期について

軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に

な
っ
た
人
、
所
有
者

で
な
く
な
っ
た
人
な

ど
は
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車

（
総
排
気
量
が
百
二

十
五

Cc

以
下
）
と
小

型
特
殊
自
動
車
に
つ

い
て
は
役
場
税
務
係

へ
、
そ
れ
以
外
の
車

種
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
協
会
又

は
陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
原
付
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
ぎ
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な

い
と
、
あ

な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
原
付
の
車
体
を
変
更
し
た
場
合
〉

役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
自

賠
責
保
険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

軽自動車などの廃車・変更等の

手続きはお早めに！

〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
や
、
車
体
を
紛
失
し
た
場

合
〉
事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え

役
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者

が
死
亡
し
た
時
は
、
身
内
の
人
が

名
義
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

〈
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー
。
フ

レ
ー
ト
を
役
場
へ
返
却
し
、
新
住

所
地
で
届
出
し
新
た
に
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ

ソ
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出

し
そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度
も

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
お
ら
れ
る
固
定
資
産
に
つ
い

て
、
そ
の
中
味
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
課
税

台
帳
の
縦
覧
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
期
間
は
毎
年
評
価
替
の
年
を
除
い
て
、
三
月
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は

地
方
税
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
四

月
に
延
期
い
た
し
ま
す
。

期
間
に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
し
だ
い
告
示
や
放
送

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
税
務
係
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

―No.@れ疇の四◎一
は
じ
め
ま
し
て
、
寛
人
で
す
。

ぼ
く
は
車
が
大
好
き
。
お
出
か

け
す
る
時
は
、
一
番
に
車
に
飛

び
乗
っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
お

も
ち
ゃ
の
車
も
大
好
き
で
す
。

ま

ゆ

み

土
居
舞
雪
美
ち
ゃ
ん
（
汗
生
）

平
成
8
年
2
月
11
日
生

2
歳
ー
カ
月

こ
ん
に
ち
は
1
・
舞
雪
美
で
1

す。今
日
も
元
気
一
杯
で
す
ー
・
実
は

私
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
大
好
き

な
ん
だ
け
ど
歯
み
が
き
は
：
・
O

で
も
私
の
事
は
い
い
の
。
他
の

人
の
事
が
心
配
で
、
心
配
で
、

結
局
私
っ
て
お
節
介
な
の
か
し

ら
？
よ
ろ
し
く
ね
！

お父さん
裕二さん

お母さん

洋子さん

お父さん
秀夫さん

お母さん

由起子さん

上
田
寛
人
ち
ゃ
ん
（
山
槌
）

平
成
8
年

1
月
25
日
生

2
歳
2
カ
月



(5) 〗®。⑲。⑱,1 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂瞬

春の全国交通安全運動

〈期 間〉

eg 
Q[ 

い
か
ぼ

BC

日

15

6

月

月

4

4
 

〈運動のスローガン〉

“せかさずに

待ってあげよう

〈運動の重点〉

1

2

3

 

高齢者”

子供と高齢者の交通事故防止

シートベルトの着用の徹底

夜間反射材の利用促進

使き がでな制〇―
わたこ国そつ御〇ィフ大谷省エネルギーモデル温室が完成
ずもの庫のてを 0 ト
養の温補うお／一化 m 刑 生産量年間300トン
液と室助ちりうと雰鬱鬱鬱鬱鬱鬱鬱疇鬱鬱鬱曇疇鬱〇鬱
にほは金約‘管温ラ
よぼ ‘で二総理度ス 設補業域 行十温工てら
っ同予す億事棟管温建さ助構農こわ六室ネいエ平
てじ子゜四業四理室物れ金造業のれ日がルた事成
トで林 千費五なーはたを改基施まに完ギ大が九
マ土地 五約〇ど棟：も受菩盤設し落成 l谷進年
トを区 百六面のータのけ事確はた成しモ地め二
を全に 万億か環 ッでて業立‘°式―-‘

〇す
ープ区ら月

栽く出 円円ら境、チ。建の農地 が月ル省れか

大谷に完成した省エネルギーモデル温室

培
す
る
も
の
で
年
間
約
三
百
ト
ソ
の

生
産
量
が
見
込
ま
れ
一
億
円
産
業
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

電気スタンドで

焼けこげ？

~' 
1,! 

*・・炉ャャ！

電
気
ス
タ
ン
ド
が
倒
れ
て
火
災
の

原
因
に
な
る
こ
と
も
。

今
回
は
、
電
気
ス
タ
ソ
ド
に
よ
る
火

災
の
防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

読
書
を
し
な
が
ら
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
枕

も
と
の
電
気
ス
タ
ソ
ド
が
倒
れ
て
布
団

に
焼
け
こ
げ
が
：
．
。
電
球
は
布
を
燃
や

し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
高
温
に
な
る
ん
で

す
よ
。

電
球
の
そ
ば
に
布
や
紙
が
あ
る
と
火

災
の
原
因
に
な
っ
て
危
険
で
す
。

電
気
ス
タ
ソ
ド
は
不
安
定
な
場
所
に

置
か
ず
に
、
使
い
終
わ
っ
た
ら
こ
ま
め

に
消
す
習
慣
を
お
願
い
し
ま
す
。

ニ`

み
ん
な
で
防
ご
う

住
宅
火
災

(10) 

川上支署

＂ヽねて建設中でありました火葬場

が完成しました。

I 4月10日（金）より使用できます。

使用料については、次のとおりです。

肱川町斎場（静浄苑）の使用開始について

匹 34 2083 

●火葬場使用料

区 ノ刀‘ 肱川町住民 町外居住者

死 体一体につき 15,000円 20,000円

死産児 II 10.000円 15,000円

胎盤•肢体等一個につき 5,000円 10,000円

●施設使用料

使用室 使用料 備 考

式 場 10,000円
火葬の待時間のため

の休憩は、使用不可

2階和室 5,000円



iR。⑤。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬 (6)rーーーー^ーーーー^ー^ーーーーーーーーーーーーー^ーーーーー^ー^ーーーー^ーー^ー^ーー^ー^ーーーーーーーー^ーーー^ーーーーーーーーーー^ーーーし
-一人間の体には、大変複雑なリウムだとすると、その摂取量一 一一-＿たりします。るナトリウムがすべて塩化ナト
一こると、意識障害を起こしたもあります。一
―― -り‘心臓や腎臓に負担がかかっわたしたちが一日にとっていi

無料

7ーーーー^ー^ーーーーーー^ーーーーー^ー^ーーーーー^ーー^ーーー^ーーーー^ー^ー：！ーーー^ー^ーーー^ー^ー^ーーーーー^ー^ー^ーーー^ーー^ー^ーー^ーー^ーーJ

一は―ニグラム前後になります。一
一fともrfo4ー。令a紅甘i白凸弓奇芦け怜4その半分程度が調味料（食塩、=,．e-

9しょう油、みそなど）に含まれ一

一

` ．． -胃厚口昌`[B／いV汀tt棗が―「お父さん、そんなにおしょ仕組みがあって、体の中のナトいナトリウムの量については諸一一一一
一
了ノ油をかけて1.」。リウム濃度を一定に保とうとし説ありますが、食塩一グラム</(G....

一一家で食事をしているときに、ています。それなのに、塩分のらいといわれています。わたし

一〗凸芦L□□̀[〗[[）エ□臼〗〗[)re母。・〗一とよくいわれます。塩辛いもも、長期にわからみれば、減らしても減らし。ヽ〖彦“心。一)0 ー
一
了のの本体である塩分についてたって摂取し過ぎることはないわけです。一

一考えてみましょう゚てていると高血店皿残”-

一生命活動に必要なし防戸い杞。クラム以下を如”ーl)•一tナ●リウムしやすいから）＝一です。しかし、味というものは、食r-一ら予一毎日の食卓にのっている調〗鳳欲や満足感に大きく影響し、ま各．一一味料の食塩は、化学記号Na.t四―日にとるた、日本の食文化における集大]/33-

-Clで表されるミネラルの一っ‘血臼塩分の半分成でもあります。ノY-/g〗]­一塩化ナトリウムです。吐58kは調味料厚生省では、塩分の摂取量を。；＞一
-Na（ナトリウム）も、Cl（ク一日一〇グラム以下に減らすよC.〗□一了ール）も、ともに体にとっ調ナトリウムう呼び掛けています。食卓でのQ>5“8-一て重要な要素です。特にナトは、クロール調味料を抑えるなど、食事にひ蕊亨一

“¥ 
一リウムは、わたしたちの体の以外のものとと工夫してみましょう。＼（，0-

一\~;c 
•一
こ細胞が生命活動を営むために、もくっついて、爪`
-¥o • •••• -一なくてはならない物質です。食品の中に含まれています。で一．．．．．．．．．．．．一t急にナトリウムの過不足が起すから、塩辛くないナトリウム．．．．．．．．．．．．＝

●電話のご相談もお受けします マスコ葛醇に報道a謁峨さ汎た絋』順甘

匹089-945-2335（直通）
相談日：月曜から金罹午前9時半～12時 1 /24 日本農業新聞 生産と販売のバランス坂根修

交通事故
午後1時～4時40分（祝日を除く）

0専門の相談員が親身になってご相談に応じます 2 /16愛媛朝日テレピニュースBOX
大谷省エネルギーモデ）レ温室落成ご相談 0弁護士相誤日：毎週木爾日午後1時～4時

（予約制・相談無料）

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花屈町1-3日本生命松山市駅前ピル6階松山調査事務所(8089-945-5500)内

3/3 愛媛朝日テレビニュースBOX
緑の少年隊による巣箱かけ
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社
協
だ
よ
り

三
月
四
日
、
中
野
幼
稚
園
児
と
お

と
し
よ
り
合
わ
せ
て
約
四
十
人
が
役

場
下
の
河
辺
川
で
「
ひ
な
流
し
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
小

藪
・
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
と
中
野
幼
稚

園
児
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す。
当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が

早
朝
よ
り
出
て
、
河
川
の
整
備
、
昼

食
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
十
時
頃

に
園
児
た
ち
は
手
作
り
の
舟
に
、
お

ひ
な
さ
ま
を
乗
せ
て
、
次
々
と
川
へ

流
し
て
行
き
ま
し
た
。

ひ
な
流
し
が
終
わ
る
と
創
作
館
に

お
い
て
交
流
会
で
す
。
園
児
た
ち
は
、

郡
民
協
研
修
会
開
催

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修
会
が

二
月
二
十
四
日
、
五
十
崎
町
公
民
館

に
お
い
て
、
郡
内
の
委
員
百
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
格
的
な
少
子
、
高
齢
社
会
を
控

ぇ
、
私
達
は
、
家
庭
・
地
域
の
な
か

で
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
事
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
、
支
援
と
民
生

歌
や
、
お
ど
り
を
老
人
会
の
方
々
に

観
せ
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
後
、
園
児
た
ち
の
好
き
な

カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
食
べ

て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

委
員
の
果
た
す
役
割
は
高
っ
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上

と
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
午

前
中
は
、
「
身
近
な
法
律
」
と
題
し

て
弁
護
士
奥
島
直
道
先
生
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
公
的

介
護
保
険
制
度
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
問
題
に
参
加

者
は
、
一
生
懸
命
で
し
た
。

ひ
な
流
し
で
楽
し
く
交
流

園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ

゜

膨II町社会福祉協議会
ff (0893) 34-2340 

(
9
,
 

宗
典
様

利
光
様
清
様

征
紀
様

博
司
様

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協

生

坪

田

中

居

谷

黒

田

山

槌

池

田

大

和

東

中

居

谷

中

野

三も「おはぎ」のサービス7
民生委員女性部

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
毎
年
六
回
(
+
月

i
三
月
）
ま
で
月

一
回
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
、

独
居
老
人
を
対
象
に
給

食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
、
二
月
に
は

「
お
は
ぎ
」
を
作
り
弁

当
と
一
緒
に
く
ば
り
ま

し
た
。
こ
の

「
お
は
ぎ
」

は
毎
年
、
民
生
委
員

女
性
部
の
六
人
全
員
が

早
朝
よ
り
出
社
し
て
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

手
作
り
の
「
お
は
ぎ
」

を
も
ら
い
大
変
喜
ん

で
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

民
生
委
員
女
性
部
で
は
、

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま

す
が
「
ま
ご
こ
ろ
」
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

日
本
人
ほ
ど
花
見
の
好
き
な
国
民

も
な
い
と
思
う
。
花
見
と
い
え
ば
、

古
来
、
桜
の
花
と
決
ま
っ
て
い
た
が
、

梅
の
花
、
つ
つ
じ
、
紅
葉
と
四
季
折
々

の
花
な
ら
何
で
も
花
見
に
し
て
し
ま

う
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
多
く
の
人

が
群
を
な
し
て
、
量
の
多
い
場
所
を

選
ぶ
。
観
光
地
は
、
他
よ
り
も
多
く

と
多
額
の
予
算
を
使
い
造
り
上
げ
る
。

そ
し
て
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
遊

典
が
つ
い
て
ま
わ
る
。
花
よ
り
団
子

伝
え
よ
う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
お
は
ぎ
」
作
り
に
、
福
田

保
さ
ん
、
山
本
節
子
さ
ん
に
材
料
を

寄
贈
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。
花

見

二

で
は
な
く
、
花
に
は
団
子
な
の
だ
ろ

う
。
本
来
の
花
見
は
、
花
に
な
ら
う

事
で
あ
り
花
の
い
の
ち
に
学
ぶ
こ
と

で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
然
と
人
間
と

の
共
感
の
場
で
あ
り
、
喜
び
や
楽
し

み
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
に
花
見
や
遊

輿
は
付
随
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る。「
ど
ち
ら
へ
」

「
ハ
ワ
イ
ヘ
」
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
」

「
新
婚
旅
行
で
す
」
「
研
修
で
す
」

今
の
ご
時
世
、
海
外
旅
行
へ
と
、
わ

れ
も
わ
れ
も
と
争
っ
て
出
発
し
て
い

く
。
お
帰
り
の
際
、
両
手
に
い
っ
ば

い
の
お
土
産
物
。
ど
う
も
日
本
人
は

土
産
を
買
い
に
行
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
後
に
何
が
残
る
か
。

見
聞
を
広
め
た
と
い
う
、
は
か
な
い

誇
り
が
唯
一
の
土
産
と
は
情
け
な
い
。

あ
る
人
が
言
う
に
は
、
外
国
に
金
を

捨
て
な
く
て
も
、
国
内
に
捨
て
て
は

ど
う
か
。
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ

ソ
」
と
い
う
流
行
語
が
あ
っ
た
で
は

な
い
か
。
行
け
な
い
人
の
ひ
が
み
と
、

取
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
日

の
出
国
ブ
ー
ム
は
、
い
つ
ま
で
続
く

の
だ
ろ
う
か
。
か
く
し
て
、
今
日
も
、

「
元
気
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

海
外
旅
行
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地
球
全
体
で
八
億
四
千
万
も
の
人

が
食
料
不
足
で
苦
し
ん
で
い
る
状
況

に
あ
る
一
方
で
、
世
界
人
口
は
毎
年

一
億
人
ず
つ
増
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

農
地
や
水
な
ど
食
料
生
産
の
資
源
拡

大
は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
二
十
一

世
紀
に
は
食
料
需
給
の
ひ
っ
迫
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
料
の
問
題
は
自
国
だ
け
で
な
く
、

国
際
的
な
食
料
安
全
保
障
の
視
点
か

国
内
生
産
を
基
本
と
し
た

食
料
政
策
に
つ
い
て

共主9：門門

食料・農業・農村地域に関する

喩ぷな基ぞ俎

畠＠旦旦｀｀｀〗
畠＠｀鳳三鳳〗

鰯麟 (8)

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

新
た
な
基
本
法
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
問
題
調
査
会
」
は
昨
年
十

二
月
、
中
間
取
り
ま
と
め
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
農
業
・

農
村
が
果
た
し
て
い
る
環
境
や
国
土

保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
も
評
価
さ

れ
る
な
ど
、
現
行
の
農
業
基
本
法
に

は
な
か
っ
た
新
た
な
視
点
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
①
食
料
の
安
定
供
給
を

確
保
す
る
う
え
で
国
内
農
業
を
基
本

と
す
べ
き
か
ど
う
か
②
食
料
自
給
率

'
を
政
策
目
標
と
す
べ
き
か
ど
う
か
③

株
式
会
社
の
農
地
の
権
利
取
得
を
認

め
る
べ
き
か
ど
う
か
④
中
山
間
地
域

の
農
家
へ
の
直
接
所
得
補
償
政
策
を

導
入
す
べ
ぎ
か
ど
う
か
|
'
|
の
四
項

目
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
、
今

年
の
夏
ま
で
に
最
終
答
申
を
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
す

る
J
A
グ
ル
ー
プ
の
考
え
方
を
紹
介

し
ま
す
。

株
式
会
社
の
農
地
の
権
利

取
得
に
つ
い
て

ら
、
現
在
あ
る
貴
重
な
生
産
資
源
を

有
効
か
つ
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
国

内
生
産
を
基
本
と
し
た
食
料
政
策
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
わ
か
り
や
す
い

食
料
自
給
率
の
目
標
設
定

に
つ
い
て

食
料
自
給
率
は
国
民
が
消
費
し
て

い
る
食
料
の
う
ち
、
ど
の
程
度
を
国

内
生
産
で
ま
か
な
っ
て
い
る
か
を
示

す
、
わ
か
り
や
す
い
指
標
で
す
。

し
か
し
、
自
給
率
は
低
下
傾
向
に

あ
り
、
世
論
調
査
で
も
”
心
配
“
と

す
る
意
見
が
圧
倒
的
で
す
。
食
料
自

給
率
で
一
定
の
目
標
を
立
て
る
こ
と

は
、
食
料
の
安
定
供
給
に
関
し
て
国

民
に
安
心
感
を
与
え
る
指
標
と
し
て

も
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

”
規
制
緩
和
“
を
主
張
し
て
い
る

経
済
界
は
、
こ
と
農
地
に
つ
い
て
は

逆
に
規
制
強
化
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
株
式
の
譲
渡
制
限

や
農
地
転
用
制
限
の
強
化
を
行
っ
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
法
の
目
を

く
ぐ
る
恐
れ
は
十
分
あ
り
ま
す
。
バ

プ
ル
時
の
よ
う
な
農
地
の
投
機
的
な

取
得
や
乱
開
発
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
難
し
く
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
株

式
会
社
の
農
地
の
権
利
取
得
に
は
反

対
で
す
。

中
山
間
地
域
は
国
内
農
業
生
産
の

四
割
を
占
め
る
重
要
な
地
域
で
あ
る

と
と
も
に
、
農
業
生
産
活
動
を
通
し

て
国
土
と
環
境
を
守
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
の
農
業
経

営
は
生
産
と
生
活
両
面
に
お
い
て
条

件
的
に
不
利
な
状
況
に
あ
り
、
活
力

が
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
な
ど
の
公

益
活
動
に
対
す
る
直
接
的
な
所
得
補

償
措
置
の
導
入
が
必
要
で
す
。

◇

◇

◇

◇

◇

◇

 

今
後
、

J

A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
一

千
万
人
を
超
え
る
新
た
な
基
本
法
制

定
を
求
め
る
国
民
の
署
名
結
果
に
応

え
る
た
め
に
も
、
各
都
道
府
県
で
論

議
が
深
ま
る
よ
う
に
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

直
接
所
得
補
償
措
置
の

導
入
に
つ
い
て
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「
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？
ど

な
い
し
よ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、

J
A
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ソ
を
ど
う
ぞ
。
」

J
A
愛
媛
厚
生
連
健
診
セ
ソ
タ
ー

（
農
協
が
設
立
し
た
医
療
機
関
）
で

は
『
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ソ
』

を
開
設
し
、

2
年
半
が
経
過
し
ま

し
た
。
か
か
っ
て
き
た
電
話
は
、

飯
尾
セ
ソ
タ
ー
長
、
田
中
医
長
ま

た
は
崎
山
看
護
婦
が
応
対
。

J
A

組
合
員
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら
様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す。Q
：
こ
の
間
乳
が
ん
検
診
を
受
け

た
の
で
す
が
、
経
過
観
察
で
「
石

灰
化
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
「
石
灰
化
」
っ
て
何
で
す
か
？

A
：
石
灰
化
と
は
、
体
の
一
部
が

変
化
（
変
性
）
し
た
り
、
壊
れ
た
り

し
た
結
果
、
そ
の
場
所
に
力
）
シ

ウ
ム
な
ど
が
た
ま
っ
た
状
態
を
い

い
、
写
真
で
は
白
く
写
り
ま
す
。

乳
房
の
石
灰
化
は
、
乳
腺
炎
・
乳

腺
症
・
良
性
腫
瘍
や
乳
が
ん
な
ど

の
病
気
が
原
因
で
お
こ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
病
気
を
し
た
覚
え

が
全
然
な
い
人
に
見
ら
れ
る
こ
と

の
ほ
う
が
多
い
よ
う
で
す
。
写
真

に
写
っ
て
い
る
石
灰
化
の
形
・
大

き
さ
・
数
な
ど
を
見
る
と
、
悪
い

病
気
が
疑
わ
れ
る
も
の
か
、
経
過

を
見
る
だ
け
で
よ
い
も
の
か
、
ほ

ぽ
判
断
で
き
ま
す
。
こ
の
中
で
6
ヶ

月
後
の
経
過
観
察
と
判
定
さ
れ
た

場
合
は
、
念
の
た
め
再
度
写
真
を

見
て
比
較
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思

わ
れ
る
人
で
す
の
で
、
必
ず
受
け

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
健
診
後
の
結
果

に
つ
い
て

「
お
や
っ
？
」
と
思
う

こ
と
や
、
健
康
に
関
す
る
悩
み
、

人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
な
ど
何

で
も
結
構
で
す
。
名
前
を
い
う
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

活
用
し
て
ネ

健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
！

農
家
・
組
合
員
の
た
め
の
9
fし

健康に関する相談なら何でも OK!
どないしょ～と思ったら

フリーダイヤル（通話料金無料）

ちょっと一息、おはなしなあに

0120-874-702 
〔相談時間は月曜から金曜（祝日は除く）の午前9時から

午後4時までです。〕

2サイクルエンジン

無料点検実施のご案内

JA肱川農機具センターでは、シーズン前に行って

おりました 2サイクルエンジン（刈払機・背負動噴、

背負動散、チェンソー）の無料点検を次の日程で行い

ますので、最寄りの場所で点検を受けて下さい。

尚、点検料金は無料ですが、部品代金は頂きますの

で、よろしくお願いします。

4月8日（水）予子林支所

午前8時50分～午前11時30分まで

4月8日（水）大谷支所

午後 1時～午後 4時まで

4月9日（木）宇和川支所

午前8時50分～午前11時30分まで

4月9日（木）農機具センター

午後 1時～午後 5時まで

お

知

ら

せ

定
期
集
配
の
変
更
に
つ
い
て

J

A
で
は
定
期
的
に
集
配
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
精
米
加
工

品
等
の
取
扱
い
が
少
な
く
定
期
的
に
集

配
で
廻
っ
て
も
二
、
三
品
か
有
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
内
部
に
て
検
討
を
致
し
ま

し
た
結
果
、
一
応
定
期
集
配
は
や
め
て
、

必
要
に
応
じ
て
集
配
配
送
を
す
る
事
と

致
し
ま
し
た
。

も
し
精
米
加
工
品
や
、
注
文
の
品
が

有
り
ま
し
た
ら
早
目
に
各
支
所
や
本
所

に
電
話
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

し
か
し
電
話
を
頂
い
て
も
そ
の
都
度

配
送
出
来
な
い
場
合
が
有
り
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
予
約
品
の
肥
料
等
は
、
こ
ち
ら

の
計
画
に
て
配
送
致
し
ま
す
の
で
出
来

る
だ
け
予
約
注
文
を
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

L
P
G
配
達
予
定
表

4
月
3
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

4
月
6
日
（
月
）
上
石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪

中
野

4

月
8

日
（
水
）
藤
野
原
•
町

4
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成

正
山

4
月
13
日
（
月
）
久
保

4
月
15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・
月
野
尾

京
造

4
月
16
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

4
月
17
日
（
金
）
広
常
・
影
地

4

月
20
日
（
月
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

4

月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

4
月
24
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

4
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・
瓜
生
谷

4
月
30
日
（
木
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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IEニニニコニ:--三 ! ！ ！ ＝木三三材量量市言言況- 椎茸市況． i 
！ 

！ ！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I : 

} t 

！ 

｛ 県森連市況
平成10年 2月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I : 

！ 大洲木市より （単位面当り：円） 市売日・・・

！ 市売数呈・・・ ！ 
！ スギヒノキマッ 平均単価 t 
長さ末口径 その他 銘柄別単価 i 
！ 直曲がり直曲がり 直
! 7cm下本 483本 318本 527本 370 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
} 8 cm上本 480本 423本 629本 550 こうこ 特用大 i 
i 14 mlt3 ~上 17,000 13,000 30,700 22,000 18cmJ: 21,000 大厚 特用中 t 
i I -I! 8 cm上17,00012,400 35,000 34,000 4cm上23,000 t 

2 4 cm上19,ooo I 13,100 I 43, ooo I 34, ooo l30cmJ: 30,000 中厚 特用中小

i ! 7 cm下本 253本 191本 255本 191 中小厚 特用小 9 

! 8 cm上本本 350本本 351 小厚 大パレ ， 
! ll cm上16,350I. I rn,150 
! 3 m 13 cm上20,10013,000 27,000 23,000 18cm上20,000 大ウス 中パレ t 
i I Ii s cm上20,60013,700 29,000 23,400 4cm上22:000 中ウス 中小バレ t 
! 24 cm上16600 12 300 26 200 20 50O cm土

7 cm下本 一本 50本一本 50
中小ウス 小パレ t 

！ { 2m 8 cm上本一本一本一本一 小ウス 変形

16 cm上 13,000113cm上ジャ 、 色悪ウス t 

! 18 cm上23600 17 900 43 600 36 900 どんこ中 Ij粒トツコ ！ ！ 30 cm上 cmJ:
I 6 m 13 cm上24,40018,200 48,400 31,100 

どんこ大 色悪パレ

！特選 366,000 どんこ小 スライス ！ 
！ 足 場 1m当たり円～160円 概況 2月市は休市となった。次回市は、 3月22日23日24日です。
！ 杉、桧、全般に買気あるも、弱保合で推移。 採取遅れにならない様に、また乾燥もしっかり行いましょう。 9 
！ 備考桧枝打材・良材は品薄高（直。松は保合 i 
！ ！ ¥._______________________________________ _,; __________________ _, 

三蜘五紐i厨
1 優良材質の木材を生産
①木材の利用部位の節を少なく、また小さくする。

②死に節を形成するのを避けることが可能である。

③木材の年齢幅をある範囲に抑え、そろえることができる。

すなわち、生き枝打ちによって林分全体の年齢構成のバ

ラッキを小さくしうる。

2 林内の光環境を調節

①復層林での下木の育成を助ける。

②若齢の人工一斉林は林内が暗く、林床植生が著しく欠乏

し、表層土を流亡させやすく、水土保全のうえでも地カ

維持のうえでも問題があるが、枝打ちによって林床植生

の消失を防ぎ、表土保護の効果が大きい。

3 病害虫などからの保護
①枯れ枝に産卵 し幹に穿入する スギノアカネ トラカ ミキリ

施業をちがえた林の幹内部の節の形成と分布範囲の模式図

（藤森）

I 枝打ちなし II 枯れ枝打ち III 生き枝打ち

D無節部分 1死に節部分 □生き節部分

の被害（トビグサレ）を防ぐのに有効である。 枝打ち開始の時期

②枯れ枝から菌の進入するスギの非赤枯性溝腐病、風通し

の悪い湿った環境を好むスギザイノタマバエの被害など

王：忌及／丑差迄褻／：二／三三五；云二；／二二三□:15]［[：／〗》］05cm ③ ④ 

節のなかの枝下材と
樹冠材の区分

1 ：生節枝 2：死節枝 3：樹冠材
4：枝下材
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四
年
連
続
の
豊
作
で
米
あ
ま
り
に

よ
る
自
主
流
通
米
の
価
格
低
下
、
ま

た
、
国
産
米
の
過
剰
在
庫
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
平
成
十
年
か
ら
二
年
間

「
新
た
な
米
政
策
」
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
政
策
で

は
、
生
産
調
整
実
施
者
の
経
営
安
定

と
不
公
平
感
を
改
善
す
る
た
め
に
、

①
米
需
給
安
定
対
策
（
全
国
と
も
補

償
）
②
水
田
営
農
確
立
助
成
金
③
稲

作
経
営
安
定
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

＿
米
需
給
安
定
対
策
（
全
国
と
も

補
償
）生産
者
拠
出
金
と
政
府
助
成
に
よ
っ

て
造
成
し
た
資
金
で
、
生
産
調
整

（
転
作
）
一

0
0％
実
施
者
に
、
実
施

面
積
、
実
施
内
容
に
応
じ
た
補
償
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

生
産
者
の
拠
出
金
は
、
水
田
面
積

（
実
績
算
入
を
除
く
）
一

0
a
当
た
り

三
0
0
0円
で
す
。

転
作
の
補
償
金
は
、
内
容
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
（
図
1
参
照
）
が
、
と

も
補
償
に
参
加
し
て
い
な
と
も
ら
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
の
生
産
者
の
四
分
の

三
以
上
が
と
も
補
償
に
参
加
す
る
と

五

0
0
0円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（万円）

5
 

4
 

3
 

2
 

゜

（巌高額5万円）

I 米需給安定対策 I 
米亨安定噸［ロロ］l

I 水田営農確立助成金I 
高度水田営農確立助成［二□言〗
団地形成助成等

●団地形成助成
疇

●生産組織・集落営農助成
●畜産複合助成
●中山間産地形成助成

（最高額3万円）

田
剛
鰤
四
機
肉
的
形

゜
す

鐸

m
ま

）

れ
円

さ

千

算[
]
門

（

円千

2
 

5
 

U
巴
永

。

力参こ

‘,,’ 溶

み
ゲ

組

雰
り
温

暉

系

物
料
作

団
体

般
＿
蒻
集
成

・
カ
の

畜

位

助
単

ー

域※

図

地

⑨
⑭
@
@
R
黛
）

緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
の
あ
ら
ま
し

、＇ム＇

調整水田 保全管理
自己保全隔院
土地改良通年施行

水田営農確立助成金

項 目 一般作物特例作物
は逗麦、詞哨同碍） （野菜等）

高度水田営震確立助成 20千円／10a I 2千円／10a 
団地形成助成 10千円／10a I 2千円／10a 
生産組織・案落営震助成 10千円／10a I 2千円／10a 
畜産複合助成 10千円／10a I -
中山間産地形成助成 10千円／10a I 2千円／10a 
各助成とも以下のすべてを満たしていることが要件となります。

1．推進上の地区単位で達成していること。
2．米烹給安定対策に加入していること。 （とも補償）
3．生産調整実施者（自標達成率100％以上の震業者）であること。

表

二
水
田
営
農
確
立
助
成
金

転
作
と
稲
作
と
が
一
体
と
な
っ
た

望
ま
し
い
水
田
営
農
に
取
り
組
む
農

業
者
ま
た
は
地
域
に
対
し
助
成
さ
れ

ま
す
。
（
表
参
照
）

‘̀ 
I生産調整実施者|

婆をも：

萎疇疇疇葵裟疇萎疇疇疇疇姿翁疇婆疇疇裂疇疇疇各疇疇

拠出r

（基準価格の2%)

助成
（基準価格の6%)

稲作経営安定資金

（個人別に管理・積み立て

自
主
流
通
米
価
格

前
々
々
年
産

前
々
年
産

前
年
産 当

年
産

補填基準（過去3年の入札
価 格指標価格の平均）

差額X80%

入札指標価格

補頃金＝（補填基準価格ー当年産平均価格）X0.8X自主流通米出荷数皇

図2 稲作経営安定対策の仕組み

=
＿
稲
作
経
営
安
定
対
策

自
主
流
通
米
の
価
格
が
下
落
し
た

場
合
に
生
産
者
拠
出
（
基
準
価
格
の

2
%）
と
政
府
助
成
（
基
準
価
格
の

6

％
）
に
よ
る
資
金
か
ら
一
定
の
補
て

ん
金
を
交
付
す
る
対
策
で
す
。

補
て
ん
の
仕
組
み
は
、
銘
柄
ご
と

に
過
去
三
年
間
の
自
主
流
通
米
の
平

均
価
格
か
ら
補
て
ん
の
基
準
に
な
る

価
格
を
決
め
、
当
年
産
の
平
均
価
格

が
そ
れ
を
下
回
っ
た
場
合
に
基
準
価

格
と
の
差
額
の
八

0
％
が
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。
（
図
2
参
照
）

生
産
調
整
を
一

0
0％
逹
成
し
、

と
も
補
償
と
こ
の
対
策
に
参
加
し
拠

出
金
を
支
払
っ
た
農
家
が
出
荷
し
た

自
主
流
通
米
数
量
が
補
て
ん
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

「
新
た
な
米
政
策
」
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農

協
か
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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体を動かして
贄

大学

閉 講 式

七
月
よ
り
開
講
し

て
い
ま
し
た
第
十
三

期
明
老
大
学
閉
講
式

を
二
月
二
十
四
日

（
火
）
公
民
館
で
行
い

ま
し
た
。
昨
年
度
ま

で
は
、
八
月
か
ら
三

tl,

t
 
う、
T
＼℃

匂
し

0
、
?

男性も一緒に料理講習を受講

月
ま
で
の
計
八
回
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
今
年
度
は
七
月
か
ら
二
月
ま
で

の
八
回
開
講
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

閉
校
式
の
前
に
保
健
婦
さ
ん
に
よ
る

料
理
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
講

習
に
は
男
性
も
参
加
、
女
性
と

一
緒

に
料
理
を
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。

゜編集•発行

肱川町 公 民館
ff (0893) 34 -2307 

閉
校
式
に
は
今
年
の
受
講
者
二
十

二
人
が
参
加
、
館
長
よ
り
修
了
証
書

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
の
中
に

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
受
講
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
者
の

方
に
聞
い
て
み
ま
す
と
参
加
し
て
良

か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
今
年
で
十
三
年
目
と

な
り
、
受
講
対
象
者
の
方
も
だ
い
た

い

一
回
受
講
さ
れ
た
方
が
ほ
と
ん
ど

各
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
ら
れ
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。
明
老

＼
大
学
は
、
「
学
ぶ
」
こ
と
と
、
「
体
を

動
か
す
」
こ
と
を
取
り
入
れ
た
も
の

で
す
。
来
年
度
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町
民
運
動
場
夜
間
照
明
施
設
の
照

明
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

町
民
運
動
場
の
夜
間
照
明
は
昭
和

五
十
六
年
四
月
か
ら

使
用
し
て
お
り
、
照

度
が
だ
ん
だ
ん
落
ち

て
き
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
、
野
球

等
で
夜
間
使
用
さ
れ

る
場
合
、
照
度
が
不

足
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
工
事
で
必
要

な
照
度
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

五
十
二
個
の
水
銀
灯

で
し
た
が
、
今
回
の

工
事
で
球
数
は
三
十
六
個

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
と
な
り

少
し
黄
色
の
照
明
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
一
塁
側
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
近
く
に
ト
イ
レ
を

建
設
中
で
す
。
今
ま
で
は

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ

ソ
タ
ー
の
ト
イ
レ
を
使
用

し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

ト
イ
レ
ま
で
距
離
が
遠
い

の
と
、
鍵
が
開
い
て
い
な

い
時
も
あ
り
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、

ト
イ
レ
が
近
く
に
出
来
る

こ
と
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
等
夜
間
使
用

一塁側にトイレを設置 新しくなった照明施設

時
に
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ー
ト
イ
レ
も
一

塁
側
に
設
置
ー

夜
間
照
明
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
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第
六
回
英
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ソ
テ
ス
ト
が
、

二
月
十
九
日
（
木
）
、

肱
川
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ソ
テ
ス
ト
は
、
英

語
に
な
れ
親
し
み
、

英
語
の
上
達
を
目
指

す
と
と
も
に
国
際
的

な
感
覚
を
育
て
る
目

的
で
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
審
査

員
と
し
て
、
肱
川
町

出
身
の
亀
田
実
さ
ん
、

肱
川
町
で
教
え
ら
れ

た
紺
田
満
徳
さ
ん
が

審
査
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
一
年
生
の
発
表
は
、

教
科
書
を
参
考
に
、

一
日
の
生
活
を
発
表
、

ニ
・
三
年
生
は
、
自

分
の
考
え
て
い
る
こ

と
の
意
見
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
上

級
生
に
な
る
に
従
っ

て
発
表
す
る
能
苺
宍

英
語
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
、
英
語
を

学
ん
で
い
る
成
果

が
表
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
発
表
が
終
了
し
、
ギ
ャ

ビ
ソ

・
バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育
指
導

員
が
、
中
学
生
た
ち
に
、
「
今
、
イ

ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中
を
結
ん
で

い
ま
す
。
世
界
各
国
の
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
通
じ
て

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
で
も
共
通

し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
英
語
が
多

い
よ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、

ハ
イ

テ
ク
時
代
に
な
り
、
よ
り
英
語
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
」
と
、
こ
れ

か
ら
の
英
語
の
必
要
性
に
つ
い
て
話

し
て
い
ま
し
た
。 スピーチを行う生徒

巣箱かけの説明を聞く児童

バントック指導員と握手する発表者

校
全
児
童
の
九
人
が
、
三
月
三
日
i

（
火
）
、
午
後
一
時
よ
り
茶
堂
ル
ー
ト
i

で
巣
箱
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
i

巣
箱
か
け
は
、
茶
堂
ル
ー
ト
が
で
き
5

て
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
児
i

童
た
ち
は
、

L
.
M
バ
ー
ド
の
会
の
i

会
員
の
方
か
ら
、
野
鳥
の
生
態
や
、

i

巣
箱
を
か
け
る
時
の
注
意
点
を
聞
い
i

た
後
、
協
力
し
合
っ
て
巣
箱
か
け
を
~

行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
「
鳥
i

が
こ
の
巣
箱
で
ヒ
ナ
を
育
て
て
く
れ
i

た
ら
い
い
な
。
」
と
思
っ
て
巣
箱
を
~

か
け
た
そ
う
で
す
。
~

中
野
小
・
岩
谷
小
と
も
巣
箱
i

か
け
の
ほ
か
に
、
中
野
小
で
は
、
i

一
月
に
野
鳥
観
察
を
行
っ
た
り
、
・

花
を
育
て
た
り
し
て
い
ま
す
。

5

ま
た
、
岩
谷
小
で
も
花
を
育
て
~

た
り
と
、
緑
の
少
年
隊
活
動
を
i

行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
子
供
た
ち
が
自
然
に
親
i

し
む
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
i

る
よ
う
で
す
。
こ
の
活
動
を
通
i

し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
i

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

S
中
野
小
・
岩
谷
小
緑
の
少
年
隊
S

茶
堂
ル
ー
ト

に
躾
籍
か
け

少
年
に
よ
る
犯
罪
が
後

を
た
た
な
い
。
中
学
生
に

よ
る
小
学
生
殺
人
、
注
意

し
た
女
性
教
諭
を
ナ
イ
フ

で
剌
殺
、
本
物
の
拳
銃
を

撃
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら

と
警
官
を
襲
う
。
ま
た
、

中
学
生
同
士
の
ケ
ソ
カ
で

相
手
を
ナ
イ
フ
で
切
り
つ
け
る
な
ど
。

い
ず
れ
の
犯
罪
も
「
普
通
」
と
い
わ

れ
る
子
供
た
ち
が
起
こ
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
ナ
イ
フ
を
学
校
へ
持
っ

て
来
て
い
な
い
か
の
持
物
検
査
の
実

施
に
つ
い
て
や
、
テ
レ
ビ
等
で
の
暴

カ
シ
ー
ソ
等
を
カ
ッ
ト
す
る
機
械
の

導
入
を
中
教
審
の
部
会
で
検
討
す
る

と
い
っ
た
報
道
も
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ナ
イ
フ
を
規
制
す
る
だ
け
で
、

こ
う
い
っ
た
事
件
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
古
代
人
は
石
包
丁

で
稲
を
収
穫
し
、
現
在
は
コ
ソ
バ
イ

ソ
ま
で
発
達
さ
せ
て
き
た
。
人
間
は

道
具
を
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
道
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
知

能
を
発
達
さ
せ
た
り
、
知
識
や
知
恵

を
学
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

、o
カ
突
然
、
茶
箇
は
ど
ん
な
形
で
す
か

と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
る
だ

ろ
う
か
。
円
柱
、
長
方
形
、
円
、
見

る
視
点
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
に
見
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
も
、

い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
、
も
の
ご
と
を

見
る
こ
と
の
で
き
る
目
を
養
い
た
い

も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の

物
事
の
も
つ
深
い
も
の
が
見
え
て

く

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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4 
剣詩舞の発表

三
月
八
日
（
日
）
、
午
前
十
時
か
ら

肱
川
町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
文
化

芸
能
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
発
表
会
は
、
町
内
グ
ル
ー
プ
が
学

ん
で
い
る
、
舞
踊
・
詩
吟

・
大
正
琴

等
の
発
表
の
場
と
し
て
年
一
回
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
十
六

グ
ル
ー
プ
約
百
六
十
名
が
参
加
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
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大谷大正琴の発表

民
舞
輪
の
会
に
よ
る
「
風
お
こ
し
音

頭
」
で
発
表
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大

谷
・
予
子
林
児
童
に
よ
る
吟
詠
の
発

表
、
予
子
林
少
年
空
手
は
、
瓦
割
り
、

板
割
り
を
披
露
、
な
か
な
か
割
れ
な

い
子
供
も
い
て
、
や
っ
と
割
れ
た
時

は
、
場
内
よ
り
拍
手
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

空 手 試 技 民踊輪の会による「風おこし音頭」

⑯国）⑧⑱⑯の ご

「父からの手紙再び」

「まちのデザイソ歩きデスは見た」

「愛媛県の山村」

「小さな偉大な詩人たち」

「朱色の研究」

「藤沢周平人生の極意」

「お手玉」

「レディ・ジョーカー」（上・下）

「みんなー等」

「人間ドックの検査値がわかる本」

「峡のまれびと」

「闇はわれを阻まず」

案
静かさの中に碁石の音が響く

内

「川柳大辞典」 東京堂出版

「十二支の話題辞典」 東京堂出版

「河後森の発掘と歴史」 矢野 泉

「江戸時代人づくり風土記」（愛媛・香川・徳島・高知）

農文協

林力

岡崎直司

篠原重則

仲野 猛

有栖川有栖

廣瀬 誠

大西伝一郎

高村 薫

出久根達郎

山澤壻宏

堀内統義

鈴木由紀子

2月15日（日）、午前10時より文化協会新春囲碁大会を

行いました。結果は次のとおりです。

Aクラス

優勝高岡

Bクラス
優勝福田幸男

吉
自
ヽ
ヽ
／ 2位松井勝成

2位上甲芳幸

3位二宮数市

3位河野美治

碁石を打つ手にも力が入ります
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平成9年度青年団研修旅行日程表

期日

旅 程

平成10年2月28日（土）～3月 1日（日）

1日目

肱川町役場前ー伊予 ICー山陽 IC-

7 : 00 8 : 00 12: 00 

（昼食）青年団体との交流ー山陽 IC一倉敷 IC―宿

12: 30~ 15: 30 16: 00 16: 40 17: 00 
※交流青年団体 赤磐郡吉井町青年団
宿にチェックインしてからチポリ公園を見学し、
その後食事及び懇親会

≪‘、

l

青年団だより

ヽヽ

2日目

宿一倉敷 IC一児島 IC一瀬戸大橋架橋記念博物館

9:00 10:00~14:00 

一児島 ICー伊予 IC一肱川町役場前

19:00 

A
 
s
 
u
 青

年
団
国
内
研
修
特
大
号

令
年
も
、
二
月
二
十
八
日

5
三
月

一
日
ま
で
恒
例
の
国
内
研
修
旅
行
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
二
十
八
日
朝
、

団
長
の
十
分
遅
刻
、
私
の
旅
費
＿
二
万

円
紛
失
と
幸
先
の
よ
い
？
ス
タ
ー
ト

を
き
り
、
一
路
岡
山
へ
乗
用
車
三
台

で
出
発
し
ま
し
た
。
（
ち
な
み
に
＿
＿
―

万
円
は
、
こ
の
後
見
つ
か
り
ま
し
た

の
で
御
安
心
を
）
途
中
、
休
憩
を
と

り
な
が
ら
快
調
に
高
速
を
走
り
、
岡

山
へ
つ
い
た
の
は
、
お
な
か
の
虫
も

鳴
り
は
じ
め
た
お
昼
前
で
し
た
。
岡

山
で
は
、
地
元
青
年
団
と
交
流
を
深

め
、
ま
た
夜
の
チ
ポ
リ
公
園
で
、
夜

景
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
こ
の
地

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
団
員
に
と
っ

て
も
、
と
て
も
有
意
義
な
旅
行
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

で
は
、

団
員
二
人
に
、

研
修
先
で
の

感
想
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

宮

尾

充

志

岡
山
県
吉
井
町
は
、
人
口
五
千
人

山
村
型
の
町
で
す
。
町
の
規
模
も
当

町
と
類
似
し
て
い
る
為
、
交
流
先
に

選
定
し
ま
し
た
。

吉
井
町
青
年
団
は
、
団
員
数
も
二

十
人
程
度
で
肱
川
町
青
年
団
の
活
動

と
類
似
し
て
い
る
点
が
多
い
で
す
。

そ
の
中
で
、
私
が
興
味
を
持
っ
た
の

は
結
婚
推
進
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る

「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で

す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
も
団
員
の
希

望
が
あ
れ
ば
（
個
人
的
？
）
実
施
で
き

る
よ
う
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
次
に
、
場
所
を
ド
イ
ツ
の
森

に
移
し
施
設
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
森
は
ド
イ
ツ
の
食
や
文
化

を
体
験
で
き
る
施
設
で
、
楽
し
く
両

団
の
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し

こ。t
 ‘、’、

堀

奈

津

江

「
え
っ
、
街
の
中
心
に
チ
ポ
リ
ハ
ム

園
が
あ
っ
た
と
は
：
・・
:
。
」
初
め
て

知
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
チ
ポ
リ

公
園
は
、
広
い
敷
地
だ
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
街
か
ら
外
れ
た
所
に
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
五
時
に
入
園
し
、
巳
が
暮
れ

始
め
る
と
、
大
観
覧
車
な
ど
に
取
り

付
け
ら
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・

ラ
ン
プ
が
点
灯
さ
れ
、
ま
る
で
幻
想

の
世
界
の
よ
う
で
、
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
園
内
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
な

ど
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
に
も
、

何
軒
も
あ
る
の
で
、
ど
の
お
店
に
入

ろ
う
か
、
迷
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
、
夜
の
チ
ポ
リ
公
園
に

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食

編

集

あ

と

ば

な

し

傘

[

合
年
度
最
後
の

A
S
U
K
A
に
な

り
ま
し
た
。

合
の
広
報
部
員
の
メ
ン
バ
ー
と
作

る
A
S
U
K
A
も
令
月
号
で
最
後
で

す
。
ネ
タ
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
月
も

あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
一
年

間
乗
り
切
る
事
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し

て
い
ま
す
。

読
者
の
み
な
さ
ん
に
も
、
少
し
は

A
S
U
K
A
を
通
し
て
青
年
団
活
動

を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
か
と
思
い
ま

す
が
．．．．．
。
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

来
年
度
か
ら
新
メ
ン
バ
—
で
作
る

A
S
U
K
A
も
ご
愛
読
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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4
 
月 の 行 事 予 定 表

1 肱川町防災の日 10 中野幼稚園入園式

3 民生委員会 16 農業委員会

6 行政相談 21 定例部落長会

6 • 20 心配ごと相談 21~23 お四国学級

8 町内各小学校（幼稚園）入学式 30 税金等出張受入れ， 肱川中学校入学式
※3 /29,,..__, 4 /29 鹿野川しゃくなげまつり 4/6~15 春の全国交通安全運動

4月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

植 木 医 院 44-2215 
5 日 （五 十崎）

（日） 岡本耳鼻咽喉科 24-3752 
（本 町）

高 橋 医 院 44-2010 12日 （五 十崎）

（日） 祖 母 井 医 院 24-3756 
（中 村）

佐々木整形外科
43-0101 19日 （五 十崎）

（日） 沢井小児科医院 24-7530 
（中 村）

松本整形外科
44-5533 26日 （内 子）

（日） 沢井耳鼻咽喉科 24-2510 
（中 村）

曽 根 医 院
44-2801 29日 （内 子）

（水） 亀井小児科医院 24-3757 
（東 大洲）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

▽

場

所

4
月
22
旦
水
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一
午
前
1
0
時
？

▽

時

間

午
後
1
時

30
分

ー

4
時
3
0
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

i
口
:
国

:
m

◎
心
配
ご
と
相
談

相

談

日

大
洲
商
工
会
議
所

4
月

6
日
（
月
）

4
月

21
日
（
火
）

内
子
町
商
工
会

4
月

9
日
（
木
）

4
月

22
日
（
水
）

◎
4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
15
日
水
曜
日
か
ら

（
出
す
の
は
4
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・
見

の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・

中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

4
月
14
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
・
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

4
月
3
日
（
金
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
9
時
30
分
l

日

程

場

所

場

所

> {J3 り日
, 日-• 、 ，日ー 、 '日.` 程
‘木-＇ ‘月-J ‘木’ 
大 醤 醤谷 場
公
セ セ
ン／ 、ノ

民 夕 夕 所
負官 l l 

｝ 
時

‘’ 
、/

間

時

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

◎
乳
が
ん
検
診

◎
社
会
保
険

一
日
（
出
張
）
相
談

寺
岡
孝
さ
ん
（
肱
川
町
白
石
）

山
岡
正
子
さ
ん
（
喜
多
郡
五
十
崎
町
）

ー

し

●

ふ..
 9
.-.. ̀
―
 .. 
§

・―『

.9

.-.. 9

.-．． も
．．
．
 9ら

や

す

ら

象

に

§

4
マ
も

・
—

.. 
9
.-．． 
9
.ニ.9ょ
．．
 9
．-.. 
9
.―
 
.. 
9.`
も
令

郷

兵

頭

通

弘

さ

ん

(59
歳）

山

槌

池

田

コ

マ

ツ

さ

ん

(m歳）

大
屋
敷
岩
野
美
佐
子
さ
ん
(23
歳）

柳

宮

田

ク

マ

ヨ

さ

ん

(78
歳）

中
居
谷
中
野
キ
ク
ョ
さ
ん
(92
歳）

◎
行
政
相
談

▽

日

時

4
月
6
日
（
月
）

午
後
1
時
3
0
分

ー

4
時

30
分

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

,
6
三
四
—

二
五
0
八

4
月
28
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
＿
午
前
1
0
時
？

4
月
1
7
日
（
金
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
9
時
30分
！

◎
幼
児
教
室

日

程

場

所

一

時

間

◎
元
気
印
教
室

刷

日

場

所

一

時

間

4
月
9
日
（
木
）
＿
保
健
七
ン
タ
ー
一
午
後
1
時
3
0
分
？

◎
B
C
G
予
防
接
種

日

程

場

所

時

間

4
月
7
日
（
火
）
一
保
建
セ
ン
タ
ー
一
午
後
1
時
30
分
？
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2
/
9

冨
永
拓
未
ち
ゃ
ん
（
影
地
）

お
し
お
わ
せ
に

担
当
相
談
員

4
月

6
日

（

月

）

疇

戸

曙

鱈

：口

□”疇
◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

日

程

場

所

時

間

相

談

日

四。日

青16 r5 ~4 ~3 ] 日
9日―̀  ，日ー 、 9日、 と日｀ と日、 程木 水 火 ‘月’ ` 木-' 
大 ] 宇大

息旦場谷 A 
ェ和JI I 縫洲公 予 、ノ ンノ

民 子 夕 夕 所
館 林 場製 l l 

時i i 
時

／ヽ 、/ ／ヽ 、/

間

◎
子
宮
が
ん
検
診


